
NRI学生小論文コンテスト2016

募集告知から審査、
そして表彰まで
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人口減少、少子高齢化、経済の減速など、多くの課題を抱える日本。
グローバル化により、あらゆる分野が国を越えて影響しあい、進む方向
が予測できない世界。山積する問題を解き明かすには、今までとは違う視

点を持つことが必要です。希望ある未来社会の実現のために解決すべき問
題を、斬新な視点・切り口で提起してみてください。日本や世界の未来に向けた、
あなたの「新たな挑戦」をお待ちしています。

小論文
募集

Share the Next Values !

募集期間	【大学生の部】	【留学生の部】	 【高校生の部】

	 2016年7月1日㊎～9月5日㊊	 2016年7月1日㊎～9月12日㊊
コンテストホームページ		www.nri.com/jp/event/contest

【大学生の部】【留学生の部】		賞［大賞	1名］賞金50万円		［優秀賞	若干名］賞金25万円		［奨励賞	若干名］賞金5万円
【高校生の部】		賞［大賞	1名］賞金30万円		［優秀賞	若干名］賞金15万円		［奨励賞	若干名］賞金3万円

入賞者の発表：2016年12月2日㊎ │	表彰式・発表会：2016年12月22日㊍
お問い合わせ：株式会社野村総合研究所「NRI学生小論文コンテスト2016」事務局　Tel：03-6270-8200／E-mail：contest2016@nri.co.jp

第11回NRI
学生小論文
コンテスト2016

世界を
変える、
新たな
挑戦

募集テーマ

世界を変える、新たな挑戦
募集テーマ（抜粋） Share the Next Values！

　高校生・大学生・留学生の皆さんは、自身が活躍しているであ

ろう2030年ごろの未来社会を、どのように想像していますか？

　明るく希望に満ちた未来の実現のために、解決しなければな

らない問題が山積しています。これまで、多くの人が知恵を絞っ

てもなかなか見通せなかった問題を解き明かすには、今までとは

違う視点を持つことが必要ではないかとNRIは考えています。

　例えば、働き手となる「生産年齢人口」（15歳以上65歳未満
人口）の減少に伴い経済減速が懸念されています。欧州では、

生産年齢人口の問題を移民の受け入れの課題として捉えていま

す。しかし、日本では、様々な分野で「働くロボット」の開発の

課題に置き直そうとしています。このことは、社会の摩擦を少な

くすることに加えて、ロボット技術の輸出によって日本経済を発展
させる可能性があるからです。

　このように、1つの問題を様 な々角度から見ることによって、未
来への新たな「可能性」が見えてくるかもしれません。

　皆さんも、日本や世界が抱える様 な々問題を、新たな切り口で

提起してみませんか。そして、その問題を解決するために皆さん

自身が挑戦したいことを考察し、論文としてまとめてください。

　日本や世界の未来に向けた、皆さんの「新たな挑戦」をお待
ちしています。

※テーマの詳細は、下記の「コンテストホームページ」をご覧ください。

募集期間 
【大学生の部】 【留学生の部】  2016年7月1日㈮～9月5日㈪
【高校生の部】  2016年7月1日㈮～9月12日㈪
• オンライン送信の場合は、締め切り日当日中に事務局で受信したものまで有効
• 郵送の場合は、【高校生の部】は2016年9月13日㈫午前中必着、【大学生

の部】【留学生の部】は2016年9月6日㈫午前中必着

［応募方法］
下記の「コンテストホームページ」でテーマ詳細や応募要項を確認の上、「応
募用紙」をダウンロードし、必要事項と論文（本文、要約）を記入して、以下の
いずれかの方法でお送りください。
Ⓐ 「コンテストホームページ」の応募画面からオンラインで送信
Ⓑ CD-Rに保存の上、下記、コンテスト事務局に郵送（CD-Rは返却いたしません）

Ⓒ 応募用紙に手書きしたものを、下記、コンテスト事務局に郵送（事前に電話

またはE-mailでご連絡下さい）

［審査方法］
野村総合研究所社員による一次審査の後、理事長の谷川史郎を委員長、ジャー
ナリスト、名城大学教授、東京工業大学特命教授の池上彰氏、ノンフィクショ
ンライターの最相葉月氏を特別審査委員、社員数名を委員とする審査委員会に
よる最終審査を行います。
※2016年度より審査基準が変わりました。詳細は下記の「コンテストホームページ」をご覧ください。

［入賞者の発表］
12月2日㈮に、奨励賞を含む入賞者を「コンテストホームページ」で発表します。
※入賞者の氏名・学校名・学年、および入賞した論文のタイトルを公表させて
いただくことをご了承ください。

［表彰式および論文発表会］
12月22日㈭
大賞・優秀賞受賞者の「表彰式」および「論文発表会」を東京で開催します。

［コンテストホームページ］
www.nri.com/jp/event/contest

野村総合研究所 主催

特別審査委員
ノンフィクションライター

最相 葉月 氏

特別審査委員
ジャーナリスト
名城大学教授
東京工業大学特命教授

池上 彰 氏

大学生の部 

賞	［大賞	1名］賞金50万円　［優秀賞	若干名］賞金25万円
	 ［奨励賞	若干名］賞金5万円
字数：4,500～5,000字（別途400字程度の要約を添付）
応募資格：日本国内の大学院、大学、短大、高等専門学校（4～5年）に在籍
している学生で、2016年7月1日時点で27歳以下の、個人またはペア（ペアの
相手は、大学生の部、留学生の部、高校生の部の応募資格者のいずれでも可）。

留学生の部 

賞	［大賞	1名］賞金50万円　［優秀賞	若干名］賞金25万円
	 ［奨励賞	若干名］賞金5万円
字数：4,500～5,000字（別途400字程度の要約を添付）
応募資格：日本国内の大学院、大学、短大、高等専門学校（4～5年）、日本
語学校に在籍している留学生で、2016年7月1日時点で30歳以下の、個人ま
たはペア（ペアの相手は留学生の部の応募者資格者に限る）。

高校生の部 

賞	［大賞	1名］賞金30万円　［優秀賞	若干名］賞金15万円
	 ［奨励賞	若干名］賞金3万円
字数：2,500～3,000字（別途 200字程度の要約を添付）
応募資格：日本国内の高校、高等専門学校（1～3年）に在籍している学生で、
2016年7月1日時点で20歳以下の、個人またはペア（ペアの相手は高校生の
部の応募者資格者に限る）。
※大学進学をめざして勉強している大学受験資格を持つ学生の方は、大学生
の部にご応募ください。

［応募の際の注意点］
• ご応募いただく論文は、日本語で執筆された、自作で未発表のものに限ります。
• 「コンテストホームページ」にある「応募用紙」をご使用ください。
• 論文の中で、他の著作物を引用する場合は、その箇所を明記するとともに、
論文の最後に出所を記載してください。

• 論文に独自タイトル、要約がないものは審査対象外になります。
• 図表中の文字、および図表のタイトル、注釈や、参考文献一覧は、字数に含

みません。なお、図表の数は5つ以内としてください。
• 応募論文の著作権は、野村総合研究所に属することをご了承ください。
• NRIグループ社員の家族は応募できません。

［お問い合わせ］	〒100-0005  東京都千代田区丸の内1-6-5  丸の内北口ビル  株式会社野村総合研究所「NRI学生小論文コンテスト2016」事務局
TEL.03-6270-8200     E-mail  contest2016@nri.co.jp

第11回 NRI学生小論文コンテスト2016

全国の学校で
コンテストへの応募を呼びかけました
全国の高校や大学に案内を送り、校内の掲示板や書店のイン
フォメーションコーナーなどにポスターやチラシを掲示して、コ
ンテストをアピールしました。NRIグループの社員有志は「社
内応援団」として告知活動を展開し、出身校にメッセージを添
えてポスターやチラシを送ったり、直接学校に赴いて先生や学
生たちにコンテストへの応募を呼びかけました。
（詳しくはP.72）

立教大学国際センター三省堂書店  明治大学  駿河台店金沢大学  留学生係

埼玉大学  学生食堂 東京大学  本郷キャンパス

九州大学  伊都キャンパス  学生食堂

和歌山大学  学生食堂

募集告知

日本や世界の未来へ向けた“新たな挑戦”を提案する
小論文コンテストがスタート！

｢NRI学生小論文コンテスト2016」は、
NRIのホームページ上に2016年 4月26日に
募集要項が発表され、スタートしました。
1人でも多くの学生の皆さんに本コンテストをお知らせして、
「論文を応募してみよう」という思いを持っていただきたいと、
さまざまな告知活動を行いました。
全国の高校や大学に案内を送り、
チラシ、ポスター、受賞論文集を配布。
新聞や雑誌にも広告を掲載し、広く応募を呼びかけました。

全体テーマ
“Share the Next Values！”

NRIの長期経営ビジョンのビジョン・ステートメント
を、コンテストの全体テーマに掲げています。次世
代に向けて、NRIだけでなく、お客様や学校、研究
機関、社会と新たな価値を創造し、ともに分かち合
う、という思いを込めたものです。

今年のテーマは
｢世界を変える、新たな挑戦」
学生の皆さんが社会の中核となって活躍している
2030年代。希望に満ちた未来を実現するためには、
日本や世界には解決すべき問題が山積しています。
これまで多くの人が知恵を絞ってもなかなか見通せ
なかった問題を解き明かすために、独自の視点や発
想を持ち、新たな可能性を見い出す提案をしてほし
いという思いを込めて、今年のテーマを設定しました。

ぺア応募のねらい
「互いに議論し合うことは、考えをより深めることに
つながる」という考えから、2011年のコンテストか
らペア応募を受け付けています。
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「NRI学生小論文コンテスト」の審査には、
［予備審査→1次審査→2次審査→最終審査会］という
ステップを設けています。
どのステップにおいても、応募者の在籍校・性別・氏名などの
属性は秘匿し、厳正に審査を行っています。
また、各応募作品は複数の者が評価し、
評価の偏りがないようにしています。

「NRI学生小論文コンテスト2016」スケジュール

論文審査の評価基準

評価基準以外のプラスアルファ
 評価基準に該当しない尺度においても、特に評価が高
い論文は加点
 （例：独自の調査･取材の実施、執筆者の熱い思いなど）

［今回から審査基準を変更］
 • 審査項目をこれまでの「考察力・分析力」「提案力」「文
章力」から、「問題発見力」「問題提案力」「文章力」に
変更

 • 従来の発想にとらわれない斬新な切り口で問題提起
することが、未来を創る第一歩になると考え、「問題
発見力」の部分に与える加点のウェイトを高く設定

1 「問題発見力」
 • 独自性・斬新さを持った問題の提起がなされているか
 • 論点に対する切り口の鋭さ、考察の深さ
 • 具体例、数値を使用するなど、論点の分かりやすさ

2 「問題解決力」
 • 提案や解決策のスケールの雄大さ、視野の広さ
 • 提案や解決策の独自性・実現性

3 「文章力」
 • 論文構成の分かりやすさ
 • 文法の正しさ
 • 誤字･脱字の少なさ

12月2日　
NRIホームページ上で発表しました。

入賞論文
発表

11月25日　
9名の審査委員が集まり、議論を経て、10の受賞論文
（大学生の部 4、留学生の部2、高校生の部 4）を決定し
ました。

最終
審査会

11月11日～11月21日
特別審査委員の池上彰さん、最相葉月さんを含む9名
の審査委員それぞれが24の論文を読み、評価基準に
基づいて採点、順位付けを行いました。

2次審査

9月6日～10月12日　
事務局が集まった論文全てに目を通し、応募基準や
テーマを満たしているかチェック。基準に達している論
文が1次審査に進みました。

予備審査

10月19日～11月2日　
NRIグループの社員105名が、手分けをして審査。
その結果、評価の高かった24の論文（大学生の部 8、
留学生の部6、高校生の部10）が2次審査に進みました。

1次審査

大学生の部・留学生の部 │ 2016年7月1日～9月5日
高校生の部 │ 2016年7月1日～9月12日
コンテストの告知活動を通じて応募を呼びかけ、全国
から3,103の論文が寄せられました。

募集

審査

厳正な審査を経て、
入賞論文を決定しています。
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特別審査委員

最相  葉月  さん   ノンフィクションライター

「変える」という言葉はある種の魔法の言葉で、変わるところには何か大
きな期待感を抱かせるものがあります。しかし、実際には変えないとい
う選択もあり、変えるか変えないかを判断するためには、現状を深く知り、
理解する姿勢が大切です。
今年の作品には、現状がどうであるのかを平らかな心で検証して理解し
ようとし、そこから独自のアイデアを打ち出している論文が多く見られ、
大変素晴らしいと思いました。また、実体験をもとにしながら、個人より
もむしろ「公」の問題を見据えた論文が多かったことも印象的でした。

審査委員長

谷川  史郎    NRI理事長

今回のテーマに対して、実に幅広い課題を扱った作品が集まり、難しい選
考となりました。時代に大きな転換点が来ている今、希望ある未来社会
の実現のために必要なのは「問題を発見する力」であると考え、課題設
定のユニークさを選考の基準として最も重視しました。さらに、課題を
解決したときの日本や世界に対するインパクトの大きさや、筆者自身がそ
の課題にどのように向き合おうとしているかという点も選考の軸となりま
した。「そんな見方があったのか」と驚くような、斬新で独自の視点から
課題を設定した作品が、今回の受賞作品に選ばれたと考えています。

特別審査委員

池上  彰  さん   ジャーナリスト、名城大学教授、東京工業大学特命教授

今回の最終審査に残った作品は、甲乙つけがたい、レベルの高いものば
かりでした。特に大学生の部には独自性や斬新さがあり、大変読み応え
がありました。高校生の部にも「高校生がこんな発想をするのか」と驚か
されるような作品や、文章や論理展開に優れた作品が多くありました。
選考の基準の一つに実現可能性を挙げていますが、論文を書く際にあま
りそのことにこだわると、発想が小さくなってしまいます。ぜひ大志を抱
いて、突き抜けた発想を提示してほしいと思います。

［最終審査会参加者］

審査委員長

谷川 史郎　NRI理事長

特別審査委員

池上 彰　ジャーナリスト、名城大学教授、東京工業大学特命教授

最相 葉月　ノンフィクションライター

審査委員

三浦 智康　執行役員  未来創発センター  センター長

淀川 高喜　研究理事

中野 ひなつ　証券ソリューション事業本部HRM室  室長

山之内 亜由知　ITアーキテクチャーコンサルティング部  上級専門職

野呂 直子　コーポレートコミュニケーション部  部長

本田 健司　サステナビリティ推進室  室長

　NRIグループ社員による1次審査の結果、24の論
文（大学生の部8、留学生の部6、高校生の部10）が
2次審査に進みました。2次審査では、NRI理事長の
谷川史郎をはじめとする社内審査委員に、特別審査
委員の池上彰さん、最相葉月さんを加えた9人が24
の論文すべてを評価しました。
　2016年11月25日、NRI本社会議室で2次審査委
員が一堂に会した最終審査会が行われました。3時
間に及ぶ意見交換、議論を経て、10の受賞論文（大
学生の部 4、留学生の部2、高校生の部 4）を決定し
ました。

審査委員が議論を深め、
受賞論文を決定しました

NRI学生小論文コンテスト2016　

Share the Next Values！「世界を変える、新たな挑戦」

［全体講評］

最終審査会
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大学生の部

大学生

─「世界を変える」独創的な　構想と実現に向けた強い意志を示す

Share the Next Values！「世界を変える、新たな挑戦」

問題に挑戦している提案で、具体的に起
業を計画する強い意志も応援したいと思
いました。論文としての完成度はこれが
一番高いと思いました。

本田─論文としては「昆虫」も「きのこ」
も同じくらい優れていると思います。昆虫
を食料問題の解決に利用する考えはす
でに知られていますが、昆虫を水産物の
飼料にする発想は新しいですし、関連
情報をよく調べていると思いました。きの
こで砂漠を緑地化するという話は初めて
知ったので、その斬新さで「きのこ」のほ
うを高く評価しました。

谷川─お話を伺っていると「きのこ」の
ほうが「昆虫」より少し評価が高いようで
すね。

＊
谷川─「マイナンバ－」についてはどうで
しょうか。私はマイナンバーと社会奉仕
の組み合わせを評価したいと思いました。

淀川─マイナンバーを利用したボラン
ティアポイント制度の運用イメージが示
されていて、優れた提案だと思います。

中野─「マイナンバー」は、私は一番
好きな論文です。「世界一の長寿国であ
る日本が、どうして世界一の福祉国にな
れないのか」という問題提起から始まり、
非常に論理的に読み進めていけますし、
感情にも訴えるところがあり、論文として、
とてもうまいと思いました。

野呂─介護のテーマは語り尽くされて
いる中、「マイナンバ－」は解決策が具
体的で、実現可能性と説得力があります。
ボランティアのポイント制は各地で実施
済みですが、マイナンバーを活用し、自
分の介護時に使える点が新しいですね。

最相─良心的兵役拒否の話から介護
を考えるという視点が斬新でした。切実
な介護問題を「このようにしたら社会に
貢献した分が戻ってくる」という分かりや
すい方法で解決しようというアイデアを評
価したいですね。

山之内─単純な労働力提供ではなく、
研修を伴ってまとまった期間活動するボ
ランティアプログラムは、日本ではあまり
普及していません。諸外国での動向や国

内の災害後のボランティアの状況を踏ま
えて、取り組みを持続可能にするために
必要な支援制度などをよく調べていると
思いました。

三浦─人手不足が進む社会奉仕活動
の推進のために、マイナンバーという最
新の社会基盤を活用する発想は、すぐに
でも採用できそうな提案だと思います。

谷川─池上さんは「海中コロニー」を
最も高く評価されていますが、「海中コロ
ニー」に対してはいかがですか。

池上─これは皆さんの評価が分かれる
のではないかとは思ったのですが、構想
が雄大で夢があり、実現性についてもよ
く検討されていると思い、高く評価しまし
た。

「世界を変える」視点から、
「きのこ栽培」の可能性を
提案した論文を大賞に

池上─「きのこ」「昆虫」「マイナンバー」
の3つの中で、どれかが大賞で、他の２
つが優秀賞という感じですね。

淀川─科学ものとして「昆虫」「きのこ」
「海中コロニー」を比較すると、夢がある
のは「海中コロニー」で、具体性がある
のは「昆虫」と「きのこ」ですね。

谷川─評価の高い「きのこ」と「マイナ
ンバー」を、世界を変えるというレベル感
で比較するとどちらでしょうか。

池上─やはり「きのこ」だと思いますね。

2016年11月25日、審査委員9名が一堂に会し、約3時間にわたって
最終審査を行いました。その議論を一部、誌上に再現します。なお、各
論文の応募者の情報は一切伏せられた上で審査は行われています。

構想のユニークさから
他と一線を画す上位作品

谷川─大学生の部は粒ぞろいで、読み
応えのある作品が多いと思います。評価
が高かったのは「昆虫」「マイナンバー」

「きのこ」です。この3つは他の作品と
は一線を画すレベルだと思います。私
としては、「きのこ」が面白いと思いまし
た。日本の余っている森林資源できのこ
を作って、その原木で砂漠を緑化しよう
という組み合わせがユニークです。構想
がダイナミックで、ストーリー性にも大変
興味をひかれました。

淀川─「きのこ」は、自ら行っている事
業をベースにして、世界規模での環境問
題への取り組みへと発展させていて、説
得力があります。「昆虫」は、昆虫食への
可能性を自らの調査によって魚の養殖へ
の適用として具体化し、実現可能性を高
めている点が評価できると思いました。

野呂─「昆虫」は、水産業の養殖魚の
飼料高騰という問題をコオロギを活用し
た食料循環型システムとして提言してい
る発想に独自性があります。「きのこ」は

森林問題→きのこ栽培→砂漠の緑地化
と、発想をステップアップさせている点が
面白いと思いました。

三浦─「昆虫」は、魚の養殖飼料の問
題を取り上げ、コオロギを餌にするとい
う着想が大変面白いと思います。廃棄野
菜をコオロギの餌にし、その糞を野菜の
肥料にするという食料循環型システムの
提案にもオリジナリティを感じました。

最相─「昆虫」は身近な自然に目を向
けて自ら取材を行っていて、世界の食料

ドキュメント

審査委員

三浦  智康
執行役員
未来創発センター
センター長

実現性の難しさがあるからこそ、
そこから新しい技術や革新が生ま
れてくるのだと思います。難しい
問題の解決に果敢に取り組んでい
る作品には、未来への期待感を抱
き、高く評価しました。

［受賞候補論文］　＊文中での呼称

• 日本の森林資源ときのこ栽培による砂漠緑地化プロジェクト
 ─無から有を生み出す挑戦  ＊「きのこ」

• 昆虫飼料活用による世界の食料問題の解決への挑戦  ＊「昆虫」

• マイナンバーを利用した「社会奉仕活動ポイント付与制度」  ＊「マイナンバー」

• 海中コロニーの建設  ＊「海中コロニー」

※他に 4つの論文が最終審査に進みましたが、誌上では受賞作品について取り上げました。

谷川─それでは大賞は「きのこ」で、「マ
イナンバー」は優秀賞ですね。

池上─私は「昆虫」も優秀賞にふさわ
しいと思います。

谷川─他に「これにも賞を」という作品
はありますか。

最相─「海中コロニー」はいかがでしょ
うか。すでにある建設会社での計画を調
べたところ、概念は似ていますが形やアイ
デアにはかなり違いがありました。具体
的に絵を描いていて、とても個性的で面
白いと思います。

池上─では、これを特別審査委員賞と
してはどうですか。

谷川─そうですね。では大学生の部
の大賞は「きのこ」、優秀賞は「マイナン
バー」と「昆虫」、特別審査委員賞は「海
中コロニー」に決定します。

審査委員

中野  ひなつ
証券ソリューション
事業本部HRM室
室長

今回特に驚いたのは高校生の論文
です。日本と世界の未来を良くし
ていこうという視座の高い論文が
多く、素晴らしいと思うと共に頼
もしく感じました。そのような作
品を高く評価しました。

最終審査
会
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留学生の部

留学生

─留学生の視点から、異なる　文化や宗教への理解の必要性を訴える

Share the Next Values！「世界を変える、新たな挑戦」

的にどういうことを提案している論文なの
か、あまりよく理解できませんでした。

＊
谷川─では、もう一つの「多文化共生
社会」についてはいかがですか。

池上─これからますます増えるであろう
国際結婚について丁寧な調査をしていて、
中国人妻がどんなことを悩んでいるのか
という生の声が収録されていて、そういう
発想を含めて良い論文だと思いました。

淀川─中国人妻というところに焦点を
当て、その声を集めている点が特徴的で

面白いと思います。

最相─自分で調べて書いていて、現代
の中国人妻が抱える問題には日本人の妻
と共通の問題もあれば、外国人特有の問
題があるという点も比較されていて、もっ
と知りたいという思いを持ちました。サン
プルが少ないのが残念ですが、この論文
は多文化共生社会には必須の問題提起
になっていると感じます。ここから発展し
て、今後も欧米系の妻や外国人夫との比
較などの調査も試みてほしいですね。

特別審査委員が推す2作品を
特別審査委員賞に

池上─気が付いたのですが「多文化共
生社会」は私と最相さんの得点が同じく
らいですね。

最相─確かにそうですね。

池上─先に特別審査委員賞を決める
のは異例ですが、これは特別審査委員
賞にふさわしいのではないでしょうか。

谷川─そうですね。で
は「多文化共生社会」は
特別審査委員賞としま
しょう。他に、取り上げ
ておきたい作品はありま
すか。

最相─イスラームを

扱った論文はこれまであ
りましたか？

池上─なかったですよ
ね。

最相─「イスラームと
の関わり」はテーマ性か
ら言うとユニークさはあ
まりないのですが、イス
ラームへの理解は日本に
とって喫緊の課題だと思
うのです。この作品が本
コンテストとしてイスラー

ムについての作品を取り
上げる一つのきっかけに
なればと思うので、私は
ぜひ推したいと思います。

池上─それに「イスラームとの関わり」
は最相さんと私は同点に評価しています
よね。これについても特別審査委員賞に
ふさわしいのではないでしょうか。

谷川─大賞・優秀賞が該当作品なしで、
特別審査委員賞が2作品になりますが、
問題ないですか。

野呂─大賞か優秀賞がなしということ
は過去にありましたが、特別審査委員賞
だけというのはこれまでないですね。

これまで扱われてこなかった
テーマ領域の作品

谷川─留学生の部は、「海外から日本
に来た学生の目から見ると、こういうこ
とがあるのだな」というテーマがいろい
ろと出ています。興味深いテーマが多い
のですが、これまであまり扱われてこな
かったテーマで、評価の得点も高いもの
として、「イスラームとの関わり」と「多文
化共生社会」があがってきています。

山之内─私は「イスラームとの関わり」
は留学生らしい独自の切り口や観点が
あって、とても良いと思いました。ハラー
ル対応や文化的違いを考慮することでビ
ジネスチャンスが生まれ、在日・来日イス

ラーム教徒とwin-winの関係が築けると
いう提案も具体的です。私自身もハラー
ルのことは知っているつもりでしたが、理
解しきれていなかった面もあるという気づ
きがありました。

三浦─イスラーム世界の重
要性は分かりますが、なぜ相
互理解が進まないかをもっと
掘り下げて、それを解決する
提言が欲しかったと感じました。

本田─イスラーム教徒の対
応という発想は、日本人から
は出てこない発想で、面白い
と感じました。大きなビジネ
スになる可能性もある提案な
のではないでしょうか。

池上─今、日本でもハラー
ルが注目されるようになり、飲
食店でもハラールの表示が見
られるようになっているので、
私はテーマとしての新しさは
あまり感じませんでしたね。

中野─日本におけるハラー
ル対応の問題など、知らな
かったことが書かれていて勉
強になりましたが、私は日本
や世界の未来のために具体

ドキュメント

［受賞候補論文］　＊文中での呼称

• 日本のイスラームとの関わりの再考  ＊「イスラームとの関わり」

• 多文化共生社会を目指す─外国人女性への支援に向けて
＊「多文化共生社会」

※他に 4つの論文が最終審査に進みましたが、誌上では受賞作品について取り上げました。

谷川─前例はないですが、留学生の部
については、今回は大賞・優秀賞は該当
作品なしということで、特別審査委員賞は

「多文化共生社会」と「イスラームとの関
わり」の2作品に決定します。

最終審査
会

審査委員

淀川  高喜
研究理事

大学生の部はどの作品も読み応え
があり、高校生の部は扱うテーマが
バラエティに富んでいる上に力作
ぞろいで、選考に苦労しました。留
学生の部には、もう少し留学生とし
ての視点が欲しいと思いました。

審査委員

山之内 亜由知
ITアーキテクチャー
コンサルティング部 
上級専門職

提案内容に独自性や新規性があり、
必要となる仕組みを具体的に組み
立てている論文を高く評価しまし
た。自ら「こういうことをやってい
きたい」と意思表明をしている論
文には、応援したいという思いを持
ちました。
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高校生の部

高校生

─斬新な発想力で、世界規　模の問題の解決に挑む

Share the Next Values！「世界を変える、新たな挑戦」

［受賞候補論文］　＊文中での呼称

• 「機種変更携帯と太陽光充電器で、すべての子供たちに教育を届ける」
 ＊「機種変更携帯」

• 「人間の安全保障理事会」構想
 ─人類を守る、新たな安全保障の枠組み  ＊「人間の安保理」

• 拡張型心筋症治療の未来─心臓移植以外の手段で命を救う
 ＊「拡張型心筋症」

• 多数決から見た世界  ＊「多数決」

※他に 6つの論文が最終審査に進みましたが、誌上では受賞作品について取り上げました。

着想が壮大で、同世代を巻き込んだ運動
に発展させようとする意思も評価したいと
思いました。

山之内─この論文には、自ら推進して
いきたいという強い熱意や、行動を起こそ
うとしていく勢いを感じました。具体的な
試算をしている点もよいと思います。

本田─タブレットPCで学校に行けない
子に教育するというアイデアはありますが、
日本の機種変更で発生する古い機種を
活用する着想はユニークです。

最相─調査を行い、機種変更携帯の
具体的な活用方法をしっかり記述してい
る点が評価できます。身近なニュースで
の気づきから世界レベルの問題解決を目
指す挑戦的なアイデアだと思います。す
ぐにでも進めてほしい提案です。

＊
谷川─「人間の安保理」についてはい
かがですか。

本田─高校生の作品は確かに互角だ
と思いますが、「人間の安保理」を読ん
だとき、大胆な発想だなという印象を受
けました。「世界を変える、新たな挑戦」
というテーマ性と照らすと、一番ぴったり
くる作品だと感じて高く評価しました。

審査委員

野呂  直子
コーポレート
コミュニケーション部
部長

論文を評価する際には、課題を発
見する視点が斬新であるかを重視
しています。さらに、課題に自らが
どう関わっていくのかという筆者の
主体性も、評価する上で大変重要
なポイントであると考えています。

審査委員

本田 健司
サステナビリティ
推進室  室長

｢世界を変える、新たな挑戦」とい
うテーマに合致しているかどうか
を重視しました。実行にあたって
の課題の洗い出しが多少弱くても、
大胆な発想や挑戦の姿勢がテーマ
に合致していると感じる論文は高
く評価しました。いずれも上位の賞に

ふさわしい作品

谷川─高校生の部も力作ぞろいで、テー
マ領域も幅広いですね。評価が大きく分
かれたものもあり、選考が難しそうです。
集計結果では4作品の評価が高く「機種
変更携帯」「人間の安保理」「拡張型心
筋症」「多数決」の順です。

淀川─高校生の部の作品は、どれが賞
をとってもおかしくないほど甲乙つけがた
いですね。

三浦─「機種変更携帯」は貧困地域の
子供の教育に中古携帯を活用するという

山之内─安保理の問題は古くから言わ
れていますが、現行の安保理の課題を改
めて整理し、新組織の選出方法や任期
を具体的に定義しています。課題提起か
ら解決に至る論文構成のまとまりが大変
優れています。

池上─実現可能性はともかくとして、国
家が破綻しているような状況の中では、
このような問題意識を持って理想を追う
ことは大切だと思い、評価したいと思い
ました。

中野─「人間の安保理」は、現在の世
界情勢に対する若者の不安感を表してい
る論文なのではないかと感じました。自
分なりに現在の安全保障理事会の複雑
な問題を理解し、解決策を考えようとす
る姿勢は素晴らしいと思います。

最相─私が評価する際に重視するのは、
あまり大きなことを言わずに、自分がそこ
で何をするのかという点です。そういう意
味では「人間の安保理」は問題意識は
理解できるのですが、自分が何をするの
かはあまり見えてきませんでした。

＊
谷川─「拡張型心筋症」については、
医療技術的な記述が多く、他と少し性質
の違う論文ですね。評価も割れています。

最相─私は、人工心臓を小型化ポンプ
にして全身の複数個所につけるという発
想が、まさに目からうろこでした。安全
性など課題は多いと思いますが、渡航移
植の現状に対して技術的な解決を試みよ
うとしている心意気を高く買いたいです。

野呂─私も同意見です。日本人の心臓
移植が米国で問題になっていることを冷
静に分析して、高校生とは思えない解決
策を考えています。ぜひ小型化ポンプを
開発してほしいですね。

三浦─心臓移植の問題解決の提案に
果敢に取り組む姿勢が、挑戦的でエネル
ギッシュだと感じました。

淀川─心臓治療について研究して新た
な治療法を提案するという高校生とは思
えない発想力で、よくこのような論文が
書けたと驚きました。

中野─表彰式に来てもらって、話を聞
きたいです。

谷川─なるほど、執筆者に会ってみたい
ということですね。

＊
谷川─「多数決」についてのコメントも
お願いします。

野呂─他の高校生と全く異なった着眼
点に独自性を感じます。「世界を変える、
新たな挑戦」というテーマに対して、多
数決を課題として抽出したことに心惹か
れました。

淀川─問題設定が極めてユニークな論
文です。深く考えてみると、こういう設定
の仕方もあると感じましたし、どういう多
数決をすればよいかという答えが自分の
言葉で明確に書かれている点にも納得感
がありました。

機種変更携帯で
世界の子供たちに
教育を届ける提案が大賞に

谷川─ひと通り意見が出たところで、
「機種変更携帯」「人間の安保理」「拡
張型心筋症」「多数決」の4作品のうち、
大賞と優秀賞について議論したいと思い
ます。

最相─気が付いたのですが、池上さん
と私の評価が近いのは「多数決」だけで
す。特別審査委員賞を出すのならこれだ
と思いますが、どうでしょうか。「多数決」
は本当に自分の言葉で書いていて、文章
も一番うまいと感じました。

池上─多数決についての問題提起は
新規性がありますし、特別審査委員賞に
ふさわしいと思います。多数決に問題提

起している論文は、多数決ではなく決め
たということですね。

谷川─先に特別審査委員賞が決まりま
したが、大賞と優秀賞はどうですか。得
点の最も高い「機種変更携帯」と評価の
高い「拡張型心筋症」を比較すると、大
賞はどちらでしょうか。

淀川─「拡張型心筋症」はかなり専門
性が高いので、読んだ人の評価が分か
れると思います。そういう意味で「機種
変更携帯」のほうがよいと思います。

池上─「拡張型心筋症」は優秀賞でど
うでしょうか。

谷川─では「拡張型心筋症」は優秀賞
として、もう1つ優秀賞を出すなら「人間
の安保理」ですが、よろしいですか。

一同─賛成です。

谷川─それでは、高校生の部の大賞は
「機種変更携帯」、優秀賞は「拡張型心
筋症」と「人間の安保理」、特別審査委
員賞は「多数決」に決定します。

ドキュメント
最終審査

会
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ま さか大賞を頂けるとは思いませんでしたが、受賞できた
ことは本当に嬉しく、光栄に思います。私がこのコンテ

ストに応募したのは、もともと文章を読んだり書いたりするこ
とがとても好きで、自分の考えを発信できる場がほしいと思っ
ていたからです。今回、皆さんの発表を聞いて、自分には全く
思いつかないような新しい発想を知ることができ、大変貴重
な機会を頂きました。これからも自分のプロジェクトに頑張っ
て取り組み、皆さんに負けないように一層精進していきたいと
思います。ありがとうございました。

大 学のゼミでの研究が大変になり、レポートや論文の数
も増えてきた中で、自分の日本語の力がまだ足りない

と感じていたため、このコンテストに応募しようと考えました。
まさか自分が受賞できるとは夢にも思いませんでしたが、特別
審査委員賞をいただき、大変ありがたく思います。テーマにつ
いては、イスラームに関わる日本の国際関係を勉強したいと
思って選びました。今後も日本にはイスラーム教の人たちが増
えていくと思いますので、私の書いたことは非常に大きな問題
提起だと考えています。

私 が「世界を変える、新たな挑戦」というテーマに対して
教育の問題を取り上げたのは、自分自身が教育を受けて

いる中で、教育の力は素晴らしいと感じたり、実は教育から全
てが始まるのではないかと感じたからです。3年間海外に住ん
だ経験の中でも日本の教育との違いを感じ、「もし教育が受け
られないとしたらどうなるのだろう」という素朴な疑問が湧い
てきたことがベースになっています。今日は、大学生や留学生
の新しい視点からの提案や、同世代の高校生からの提案、ま
た審査員の方々のお話を聞いて、大変勉強になりました。

こ のような素晴らしい賞をいただき、ありがとうございま
す。私は大学院で家族社会学を研究しており、自分のい

とこも日本人の女性と結婚しているので、国際結婚というテー
マは面白いと思い、選びました。この論文を書いて一番良かっ
たことは、外国人女性たちが今求めている援助について発信
できたことです。春には卒業して中国に帰る予定ですが、私が
一番美しい日本語だと思う『一期一会』という言葉を胸に、日
本で出会った方々や日本での思い出は一生忘れずにいようと
思っています。

［大学生の部］
大賞

井上 はるか さん

［留学生の部］
特別審査委員賞

ハリー セイザー さん

［高校生の部］
大賞

南口 虎太郎 さん

［留学生の部］
特別審査委員賞

李 卓 さん

　2016年12月22日、受賞者とそのご家
族、学校関係者を招き、東京ステーション
ホテルにおいて「NRI学生小論文コンテス
ト2016」の表彰式と祝賀会が開催されま
した。
　表彰式では、NRI取締役会長 嶋本正が、
「NRIの長期経営ビジョンを表すビジョ
ンステートメントは、“Share the Next 
Values！”です。NRIは特に“ともに分か
ち合う”という意味の“Share”という言葉
を大切にしています。本日は、皆さんと論
文発表や祝賀会を通じて、今回の論文に込
めた意気込みや受賞の喜びを“Share”し
たいと思います」と祝辞を述べました。
　続いて、受賞者が一人ひとり壇上に立ち、
緊張しながらも晴れがましい表情で、嶋本
会長から表彰状と副賞を受け取りました。

表彰式

受賞者の皆さん、おめでとうございます!

受賞者の言葉
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祝賀会

　論文発表に続いて行われた祝賀会では、受賞者と
池上さんや最相さん、NRIの審査委員や役員が、和
やかな雰囲気の中で交流を深めました。
　論文の感想や将来の夢について語り合ったり、記
念撮影をする受賞者には、リラックスした表情が見
られました。

　2016年12月22日に行われた表彰式において、表
彰状授与のあと、受賞者による論文発表が行われま
した。
　特別審査委員を務めた、ジャーナリストで名城大学
教授、東京工業大学特命教授の池上彰さん、ノンフィ
クションライターの最相葉月さんをはじめ、NRI社内
審査委員、NRI役員、学校関係者らを前に、各受賞
者が論文の内容をプレゼンテーションしました。
　受賞者は、それぞれが考える「世界を変える、新た
な挑戦」を堂々と発表。その姿に、会場からは大きな
拍手が送られました。

論文発表

受賞者が未来に向けた
“新たな挑戦”をプレゼン

　受賞者による論文
発表に続き、審査委員
長・NRI理事長の谷川
史郎、特別審査委員の
池上彰さん、最相葉月
さんが、お祝いの言葉
を述べるとともに、一
つひとつの受賞論文
を講評しました。

　谷川審査委員長は、「今回は問題発見力を期待して、
壮大なテーマを設定しました。その結果、幅広い問題
を取り上げた力作がそろいました」と総評。池上彰さ
んは「甲乙つけがたい高レベルの作品ばかりで、難し
い審査でした」、最相葉月さんは「現状を検証した上
で独自のアイデアを打ち出していて、素晴らしかった
です」と、受賞者をたたえました。
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高校生

「『世界を変える、新たな挑戦』というテーマにひかれ、考えを　深めて、表現したいと思った」

留学生としてできること

留学生

大学生
考えを発信したい

テーマに魅力を感じ、大学生になって、これからの日
本をどう良くしたらよいかを考えたとき、何か形が残
るものとしてアイデアを残したいと思った。

教師を目指す者として、日本が抱える教育の問題につ
いて自分なりの意見を持ち、それを世に発信したいと
考えた。

自らの考えを論文という形で整理し、発信してみたい
と考えた。自分が社会に出て活躍しているであろう世
界を意識させる問題設定なので、普段から考えている
ことを形にしてみたいという思いがより強くなった。

学び･挑戦

自分が世界を変えるために何ができるかなど考える
ことがなかったので、大学で研究してきたことの集大
成として応募しようと考えた。

官僚を志望しているため、政策に興味がある。応募
を通して、ただ頭の中で構想を練るだけでなく、それ
らを多くの人々に伝えて共感してもらう能力を伸ばし
たいと思った。

論文作成を通して、問題意識の持ち方や社会問題に
対してのアプローチの仕方などを身につけたいと思っ
た。

留学生としての視点を生かして

さまざまな人や文化を知れば知るほど、視野は広がっ
ていくと思う。ヨーロッパに留学したことのある中国
人として、自分の積み重ねた視点を生かせると思った。

外国籍の留学生として、多様な観点から世の中の問題
にアプローチしている。研究内容を世界に論文とい
う形で表現したいと思った。

テーマにひかれて

テーマに興味を持ち、将来起こりうる問題について考
えてみたいと思った。

夏休みの選択課題の一つだった。テーマにひかれ、
思い切って自分の考えを表現してみたいと思った。

学校の総合の授業で貧困についての研究をしており、
テーマが自分の研究と合っていたから。

未来を考えたい

小さなことからでも今自分ができることは何かを考
え、それが少しでも未来につながるものになってほ
しいと思ったから。

小論文を書くことを通して、日本の将来を新しい視
点で考えてみたかったから。

2030年の未来について深く考えることで、進路や
将来に改めて向き合うことができると思った。

自分はこれからどんな世界で生きていきたいのか
考え、自分と向き合う良い機会になると思ったから。

高校生である私が研究し、考えたことがどのように
評価されるかを知り、これからの未来をどう生きて
いくかを考えるきっかけにしたいと思った。

どうしたら日本の未来が明るく希望に満ちたものに
なるのかを考える良い機会だから。

解決困難である社会問題について主体的に考えると
ともに、それを自分の言葉で表現し、論じる力を身
に付けたいと思った。

総合学習で行った個人研究から論文を作成したの
で、自分が調べたことや学習を通して抱いた主張を
知ってもらいたいと思った。

自分が疑問に思っていることを探求し、考えを伝え
る絶好の機会だと思った。

自分に向き合うため

自分の未来が明るくなるようなことを自らの力で生み
出したいと思った。

大学 3年生になって何かに打ち込みたいと考えてい
たときコンテストを知り、新しい自分と向き合えるチャ
ンスかもしれないと思った。

関心があることを論文としてまとめることで、自分が
社会に対してできることや将来の進路を明確にする
ため。

自分の論文が外部に評価される機会は貴重。論文の
形にすることで、自身の学習を振り返り、新たな発見
があるのではないかと考えた。

日本のいろいろな場所に旅行して、温かい心を持つ
日本人に出会った。経験に基づいて、外国人の観点
で客観的に「日本の美しさ」を世界に広め、日本の観
光の向上に貢献したいと思った。

日本の先進的な技術と現代の多様な成果物に憧れて
おり、日本の大学院に進学し、将来は日本で生活し
続けたいと思っている。外国人だからこその視点で
見えたままを伝え、見た目の日本社会とは違った本質
の姿の理解につなげたいと思った。

応募動機コンテストへの応募動機
Share the Next Values！「世界を変える、新たな挑戦」
応募総数 3,103（大学生の部157、留学生の部 31、高校生の部2,915）の中から、応募動機の一部をご紹介します。
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高校生

NRIグループ社員による審査の感想
Share the Next Values！「世界を変える、新たな挑戦」
1次審査の社内審査委員として関わった、有志の社員の感想の一部をご紹介します。

｢問題意識の高さと、解決への強い想いに刺激を受けた｣

留学生としてできること

留学生

大学生
問題意識が高く、現実的

昨年に比べて、全体的に顕著なレベルの向上が見ら
れた。

大学生の問題意識の高さを実感した。日本の未来も
期待できるという気持ちになった。

｢世界を変える｣というテーマは壮大だが、そのスケー
ルに負けずに大作と言える論文を仕上げてきた皆さ
んの意欲に頭が下がる思いがした。

理系･技術系、バイオ系などのテーマの論文には、技
術により諸問題を解決しようという意気込みを感じ、
面白かった。

自分の経験と問題をうまくリンクさせ、自分事として
考えている論文が多く、説得力があって想いが伝わっ
てきた。

どの論文も世界で起きている問題を的確に捉え、有
効な解決策を用意できていて感心した。ただ、実現
可能な保守的な論文が多かった。

現実的な提案が多く、現代の大学生は真面目な思考
であることを認識した。

文献を読んで丁寧に文章化している点に感心した。
ただ、具体的な事例を紹介するに留まっている感が
あったので、もう少し意見や想いを記述すると良いと
思う。

日本人にはない視点を期待

日本文化の特徴をよく捉えた上で、グローバル（世
界）との対比で課題を深堀りしている。

普段あまり考えたことのない、はっとさせられる論
文が多かった。

全般的に問題解決策の具体性、客観性、現実性につ
いてもう少し深められるといいと思った。

斬新な視点やアイデア

思いもしないような視点からの問題提起や斬新なアイ
デアがあり、高校生の知見の広さを感じた。

高校生が現在の日本･世界の問題点に目を向け、考え
ていることに感心した。大きな問題を解決したいとい
う想いがあり、励まされる内容だった。

起承転結の構成や、事実･引用に基づく分析がしっか
りされており、高校生が論じたものとは思えない文章
のものもあって驚かされた。

新聞の社説、本、WEB等で語られている内容をその
まま鵜呑みにせず、高校生の価値観をもとに考えられ
ているものが多かった。

例年以上にしっかりと記述されていて、大学生と勘違
いするほどの文章力だった。今年はテーマも難しかっ
たと思うが、自身の経験に基づき議論を展開してお
り、素晴らしいと思った。

論理的に展開された文章が多いと感じた。資料や文
献を効果的に利用し、視覚的にも数値的にも理解し
やすいものが多く、高校生の考察力の高さに驚いた。

高校生ながら非常にまとまった論文が多く、驚いた。
高校生がいろいろな文献を読んで、一生懸命未来を
考えていることを実感できた。

提案の斬新性、具体性、主張の論証はいま一つだが、
社会問題をしっかり考えようという姿勢が伝わってく
る論文が多く、好感を持った。

突き抜けた主張を

問題解決策を提示して「国などがこう取り組むべき」
と主張しているものが多く、自らが ｢こう行動してい
く」と論じたものが少ないのが残念だった。

自身が主張したいことやアイデアなど、一番重要な部
分があまり書けていないものが多かった印象。全体
のレベルは高いが、突き抜けたものがなかった。

全体的に新規性のある論点が少なく、当たり前な内
容が多かった。「世界を変える」という期待と比較し
て国内の問題を多く扱い、こぢんまりしていた。

ニュース等で見聞きする課題に対して解決策を考え
るものがほとんどで、「新たな挑戦」というテーマに
はいま一歩届いていないように感じた。

調べ学習的な内容のものもあった。筆者なりの問題
意識や、テーマを掘り下げて考える知的好奇心の強
さの有無で差が出ていた。

よりスケールの大きい提案を

実現可能性が高く、書き方としても完成度高くまと
まったものが多いと感じる反面、粗いながらもスケー
ルが大きいものは少なかった。

文章がしっかりしていて視点も良いが、テーマに対し
て変える対象のほとんどが日本社会に限定されてい
た。そのため問題設定の多くが身近なテーマで、世
界を驚かせるほどのものが見受けられなかった。

将来を真面目に考えた結果だと思うが、大学生にな
ると型にはまった論理展開になりがちだと感じた。
もっと現場での体験や情熱を大事にしてほしい。

文章が非常にしっかりしており、日本人と変わらな
い水準のものもあった。日本語力を生かし、帰国後
も日本との交流に尽力してもらえたらと思った。

身近なエピソードをまじえて読者をひきつける作品
があったことが良かった。特に、母国でのフィール
ドワークは非常に素晴らしかった。

留学生らしく、他国から見た日本という観点で書か
れたものには興味を惹かれた。

留学生には、実体験もしくは日本人にはない視点で
書いて欲しい。

審査の感想
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NRIグループ社員によるコンテスト告知活動

全国の高校や大学に出向いて応募を呼びかけました
毎年、NRI学生小論文コンテストの告知活動の大きな柱を担っているのが、
有志のNRIグループ社員による ｢社内応援団｣ です。
今回もチラシ、ポスター、昨年の受賞論文記録集を持って母校や全国各地の学校へ直接出向き、
先生や生徒・学生たちにコンテストへの応募を呼びかけました。

関西大学

イノベーションにつながる
提案に期待
小林 翔（通信システム一部）

母校の関西大学 総合情報学部 総合情報学科で約
80名の学生に対して講演を行いました。「日本や世
界の未来のためには、イノベーションが不可欠。自
由で斬新な切り口からイノベーションにつながるア
イデアを提案してほしい」と応募を呼びかけました。
参加した学生からは、｢現役のシステムエンジニアか
らの話は大変参考になった」「改めて大学生活を見
直す機会となっ
た」といった感
想が寄せられま
した。

横浜共立学園中学校高等学校

「卒業生に聞く会」で
将来に向けたアドバイス
伊藤 亜理沙（流通システム三部）

母校では社会で活躍中のOGから体験談などを聞
く「卒業生に聞く会」を以前から開催しており、今回、
高校１年生183名に向けて講師を務めました。自分
も高校のときに聞いた先輩OGの話を今でも覚えて
いるため、多感な時期にある在校生が進路を考え
る際の参考材料として何か伝えられればと思いまし
た。現在担当している仕事、将来に向けたアドバイ
スなどを話し、本コンテストについても「ぜひ未来
について考える機会にしてほしい」と紹介しました。

埼玉県立大宮高等学校

母校でNRIや
コンテストについて紹介
高野 洋之（保険基盤サービス部）

母校で後輩が教員をしている縁で今回の訪問が実
現しました。
当日は浅賀教頭先生にお会いし、NRIについて紹
介したり、コンテストの意義を
お伝えしました。
本コンテストについては先生か
ら学校内で生徒に紹介したり、
個別に応募を勧めてもらえるこ
とになりました。

広島県立安古市高等学校

8回めの母校訪問、
昨年に続いて今年も入賞者
小室 一彦（証券ソリューション事業本部業務管理室）

社内応援団としての母校訪問は今回で8年めになり
ます。今回、先生方から ｢社会の現状などを聞くこ
とで生徒自身が未来を構想するきっかけしたい」と
伺い、キャリア教育の授業の一環として2年生全員
（316名）に、社会人としての生活やNRIの事業内容・
書籍について講演しました。「論文作成を、未来を
深く考えるきっかけにしてほしい」と本コンテストへ
の応募も呼びかけま
した。母校からは毎
年応募があり、今回も
昨年に続いて入賞者
が出たことを大変嬉
しく思っています。

先生から見た
「NRI学生小論文コンテスト」

創価高等学校
高校生の部
優秀賞受賞者の在籍校

大矢 英行 教諭
当校はスーパーグローバル
ハイスクールの指定を受け
ており、高校生の目線で地
球規模課題に取り組む能
力の育成プログラムを行っ
ています。模擬国連を通じて国際関係について学ん
だり、人権、紛争、貧困といったテーマについて生
徒が探求しています。
受賞した生徒は、平和の問題を考える国内外での
フィールドワークにも参加していて、これらの活動
を通じて得た気づきをもとに個人で研究を続け、論
文をまとめました。今回、他の受賞者の提案から受
けた大きな刺激は、学校全体に還元したいと思い
ます。今後も生徒たちが培った力を発揮できる場を
見つけ、生徒の挑戦を応援していくつもりです。

名古屋市立菊里高等学校
高校生の部
特別審査委員賞受賞者の
在籍校

小林 真緒 教諭
担当する高校1年生のクラ
スで、国語の夏休みの課題
として取り組みました。自
分の志望する進路を考え
て、図書館で興味や関心の
ある本を選ぶことから始め、その本を読んで各々が
課題を設定しました。「世界を変える、新たな挑戦」
というテーマは幅広い課題設定ができるので、生徒
も取り組みやすかったようです。
小･中･高の国語では、読む力に比べて書く力と話
す力の学習が足りないのが実状です。外部のコンテ
ストへの応募は、生徒の「書く」モチベーションも
高まります。生徒の独創的なアイデアを引き出す環
境を整えるのは教員の役割なので、来年度以降もぜ
ひ応募させたいと考えています。

島根県立津和野高等学校　島根県立大学

高校併設の町営塾で
小論文の特別講座を開催
大学では授業でコンテストを告知
下田 浩誉（流通システム開発室）
津和野高等学校を訪問
して宮本善行校長先生
にコンテスト資料一式
を手渡しし、応募をお願
いしました。津和野高
等学校には魅力化コー
ディネーターとして、本
コンテスト受賞OBの松
原真倫さん（2008年大
学生の部の大賞受賞）
が携わっています。宮本
先生からは「学校全体
にPRする。夏休みの課
題として読書感想文の
代わりにコンテストへの
応募も認めるか検討し
たい」と、前向きなコメントをいただきました。

また、高校併設の津和野町営英語塾 HAN-KOHに
て、「小論文作成スペシャル授業」を開講しました。
HAN-KOHの運営は津和野町に雇用された専任ス
タッフと大学生・大学院生のインターンが支えてお
り、事前にPRポスターを作って塾生を集めてくれま
した。小論文を書く際の構想作り、付箋紙を使った
アイデア出し、さまざまな角度からアイデアをグルー
プ化する方法をワークショップ形式で学んでもらい、
発想を転換するということを体感してもらいました。
受賞者OBの松原さんからのコンテスト応募の呼び
かけに、名乗りを挙げる生徒も見られました。

＊

島根県立大学では、キャリアセンター長の久保田
典男准教授の担当科目「ベンチャービジネス論」の
冒頭で、学生約80名にコンテストを紹介する時間
をいただくとともに、授業も見学し、学生によるビ
ジネスプランの発表に対して講評を求められました。
さらに、キャリアセンター副センター長 松尾哲也専
任講師の総合政策学部1年生必修授業においても、
学生約200名にNRIの紹介とコンテストの告知を
行いました。
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メディアでの掲載
｢NRI学生小論文コンテスト｣ は、毎回さまざまなメディアに取り上げられています。

その一部をご紹介します。

『高校生新聞』2017年 3月1日発行 第 244号『大分合同新聞』2017年1月12日付 朝刊

『岐阜新聞』2016年12月28日付

『上毛新聞』2016年12月26日付

おわりに

昨年、10回めを迎えた「NRI 学生小論文コンテスト」。

節目となる年を終えた、11回めのコンテストをどう盛り上げていくのか事務局で

議論を重ねました。

2次審査委員からは「荒削りでも、斬新な切り口で問題提起している論文を評

価したい」、「自ら動く、世界を変えていく、という意思を感じる論文を読みたい」

との意見があり、今回の「世界を変える、新たな挑戦」というテーマが決まりま

した。また、審査基準もこれまでのものから「問題発見力」に重点を置いたも

のに変更しました。

過去最多となる 3,103の論文には「世界をより良くするために自分自身がやり

たいこと、やるべきこと」が書かれた熱い論文が多くありました。

白熱した審査の中で受賞が決まった論文を、皆さまと共有できればうれしく思

います。

今回も多くの学校や先生方に告知のご協力をいただきました。

この場を借りて、心より御礼申し上げます。

このコンテストが生徒・学生の皆さんの「新たな挑戦」を始めるきっかけの一つ

になれば幸いです。

2017年 3月

「NRI学生小論文コンテスト2016」事務局

　NRIの嶋本正会長は冒頭の挨
拶で、「今回で11回目の開催とな
るこのコンテンストは、未来を担
う若い人たちに、日本や世界の未
来について考え発表してもらう
ために創設したものです。 NRI
は、経営ビジョンを表す言葉とし
て『Share the Next Values!』を
掲げていますが、これは次の世
代に向けて、当社だけではなく、
お客様や学校、研究機関、社会と
連携しながら、ともに分かち合う
という思いを込めたものです。受
賞された皆さんの熱い思いも
シェアできればと思います」とお
祝いの言葉を贈った。
　表彰式では、来賓や審査員、
NRI社員らが見守る中、大学生や
留学生の受賞者とともに表彰状
を授与される高校生たちの姿が
見られた。続けて受賞論文につ
いて、各自パワーポイントを使っ
て発表した。

高校生のイメージを超えた
高いレベルの受賞作

　大賞の南口虎太郎さん（関西
学院千里国際高等部２年）は、国
内において機種変更で捨てられ
る大量の携帯電話に着目。それ
らを集めて、学校に通えない環
境にある国の子どもたちに配布
するとともに太陽光発電を導入
し、電気のない地域でも携帯電
話を使って教育プログラムを受
けられるようにすることを提案
した。
　優秀賞に選ばれたのは２人だ。
１人は本紙高校生記者としても
活躍する岡田悠也さん（創価高
等学校２年）。ふだんから自身の
研究テーマとして追究してきた

「人間の安全保障」について取り
上げ、現在の国連安全保障理事
会の問題点と解決策を披露した。
武井綾音さん（中央中等教育学

校２年）は、国内で心臓移植のド
ナーが足りないことに焦点を当
て、心臓移植に頼らず拡張心筋
症に対する施術として、小型化
したポンプをさまざまな部位に
装着し、血流を促すというアイ
ディアを発表した。
　特別審査委員賞を受賞した柚
山高摩さん（名古屋市立菊里高
等学校１年）は、自身が経験した
多数決への疑問から、多数決が
決して正しいわけではないとい
うことを指摘し、多数決に至るま
での議論を大切にすることを提
案する。
　それぞれレベルの高い内容を
まとめあげた発表に、惜しみない
拍手が送られた。
　続いて審査員による講評が行
われる。全体の講評として、審査
委員長の谷川史郎氏から「幅広
いテーマに接することができま
した。課題のユニークさ、それを
どう捉えたかを審査基準として
重視しました」と話す。
　毎年、特別審査員を務める池
上彰氏と最相葉月氏。池上氏は
ほめ役、最相氏は的確な指摘で、
あうんの役割分担が例年おなじ
みとなっていたが、今回は両者と
も絶賛。秀逸な作品が集まったと
いうことを示していた。
　その後、祝賀会が行われ、受賞
者は審査員やNRIの役員、社員
とともに打ち解けて歓談。
　岡田さんは「締め切りの40分
前に書き始めた」と驚きの告白
をする。「以前から研究テーマに
している内容なので、論拠を固
めながらすぐに書くことができ
ました。国連で起きていること
を、世界中の一人ひとりが自分
事とすることが大事だと思う」
と話す。
　武井さんは、テーマからわか
るように医師志望だ。小さい頃

から人を助ける仕事をしたいと
考え、勉強をしていくうちに人
体の機能に特に興味が出てきた
という。
　皆、それぞれの視点で「世界を
変えたい」という強い思いが伝わ
る表彰式となった。新しい挑戦
は、実際に動いてこそ、だろう。
受賞者たちがいつか自分たちの
思いを実現できる日がくること
を期待したい。

特別審査委員：池上彰氏
賞を分ける必要がないほどの
論文のレベルに驚き

　毎年、選考が楽しみだという
池上氏。「こんな発想もあるのか
と、いつも驚かされます。特に今
回はいずれも賞を分ける必要が
あるのかなと思うできばえでし
た」と全体を講評する。各受賞者
について、まず大賞の南口さん
は、「今はソフト面で世界の大学
の講義を受けることができるこ
とを指摘した上で、どうしたら導
入できるかを考えている点」を評
価。次に優秀賞２名について、「今
まさにシリアのアレッポが悲惨
な状況なだけに、時機にかなった
レポートとなっているのが岡田
君。武井さんは、すごく高く評価

する人と、難しくてどう評価した
らよいかわからないという人に
分かれました。心臓移植の問題
を投げかけるという点ですばら
しかった」と話す。特別審査委員
賞の柚山さんについては「国会
での強行採決が問われているな
か、多数決自体を疑ってかかる
のは、問題の発見という点で評
価します」と説明した。

特別審査委員：最相葉月氏
「チェンジ」の判断には
現状の正しい理解が必要

　「世界を変えるというのはすご
いテーマ。実は変えない方がい
いこともあり、現状を正しく理解
しないといけません」と今回の
テーマについて解説した最相氏。
まず大賞の南口さんには「私も携
帯を買い換える度に無駄なこと
をしているなと思っていました。
論文は緻密。ビジネスとしてはも
うからないかもしれませんが、が
んばってほしい」とエールを送
る。優秀賞の２名には「岡田さん
の、国連にNGOを代表として送
り出すというのはすばらしい考
え方。武井さんの論文は難しいと
いう意見が多かったけれど、私は
評価しました」と話す。同時に武

井さんの論文に出てきた“心臓
が足りない”という表現に対し、

「日本が臓器移植をしないのは死
生観。災害で亡くなった人の遺
体を最後まで探すなど、体に魂
があると考えているから。長い歴
史の中で移植に対する考え方が
できているのです」とアドバイス
した。
　特別審査委員賞の柚山さんに
ついては、「プレゼンテーション
もよかったけれど、原稿の文章力
がすばらしく、一気に読めまし
た」と評価。最後に最相氏は、「斬
新な問題提起をした論文も高く
評価されることをお伝えしたい
ですね」と締めくくった。
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大　賞

優秀賞

特別審査委員賞

奨励賞

南口虎太郎さん（関西学院千里国際高等部2年）
岡田　悠也さん（創価高等学校2年）
武井　綾音さん（群馬県立中央中等教育学校2年）
柚山　高摩さん（名古屋市立菊里高等学校1年）
天野　夢菜さん（宮城野高等学校1年）
大塚　玉貴さん（横浜雙葉高等学校2年）
小野菜々子さん（岡山城東高等学校3年）
狩野　絢多さん（中央大学高等学校3年）
嘉本　絵里さん（広島県立安古市高等学校2年）

木田耕大さん（サレジオ学院高等学校2年）
菊池　晴夏さん（宮城野高等学校1年）
小杉　璃緒さん（佐賀清和高等学校2年）
齋藤奈々美さん（湘南白百合学園高等学校2年）

齊藤優真子さん（市川高等学校2年）

真保　日弾さん（立命館慶祥高等学校3年）
芹澤　実咲さん（湘南白百合学園高等学校2年）
髙橋　風香さん（お茶の水女子大学附属高等学校1年）
髙橋　琉弥さん（西宮市立西宮高等学校1年）
為谷　磨玲さん（本庄東高等学校2年）
中村実咲穂さん（国府台女子学院高等部2年）
野呂沙也佳さん（立命館慶祥高等学校3年）
原田　ななさん（狭山ケ丘高等学校1年）
福地　美月さん（横浜雙葉高等学校2年）
前田　春香さん（立命館慶祥高等学校3年）
溝手詩穂子さん（湘南白百合学園高等学校2年）
村山　大智さん（狭山ケ丘高等学校2年）
山下　栞奈さん（立命館慶祥高等学校3年）

「機種変更携帯と太陽光充電器で、すべての子供たちに教育を届ける」
「人間の安全保障理事会」構想～人類を守る、新たな安全保障の枠組み～
拡張型心筋症治療の未来～心臓移植以外の手段で命を救う～
多数決から見た世界
教育革命 ～不自由から始まる自由教育～
日本は移民を受け入れるべきか
グローバル・タックスで世界を変える －格差社会の解消を目指して－
世界を変える、その根幹には何があるか？
安心して子育てできる社会を目指して

「世界学校」の設立
「限界集落」×「移民」 ～日本の宝「限界集落」が「移民」問題を解決する～
世界を変える日本の取り組み
ハイパーレスキュー・ドクターズ
若い人が積極的に選挙へ行き、世界を牽引する力を持った社会にしよう！
――でも、そのためには？

「高齢者主体型社会」創生―日本から世界を変えるための第一歩
農業のイメージを変える

「学び直し」と「リチャレンジ就職」で女性が活躍する日本をつくる
「グルコース電池」の開発と普及への挑戦―捨てられる食べ物をエネルギーへ
日本発、世界大改革

「給食」発展プロジェクト―発展途上国の飢餓問題から世界を変える―
部活動を変えるー資格を持つ指導者―
境界線のない家族のあり方
医療崩壊を救う人工知能

「貧困世帯地方移住推進計画」̶ 日本の未来を担う子どもたちを守るー
新たなオリンピック形態

「ハローワーク」構築による日本の未来
学生時代に培われる“日本人スピリット”の打破

NRI学生小論文コンテスト（高校生の部）受賞者一覧

1950 年、長野県生まれ。
1973年、NHKに記者として入
局。1994 年 から11 年 間、「週
刊こどもニュース」の“お父さ
ん”を務 め、2005年 4月に独
立。ジャーナリスト、名城大学
教授、東京工業大学特命教授。

池上 彰氏 （いけがみ  あきら）

特別審査委員プロフィール

ノンフィクションライター。
1963年、東京生まれ。関西学
院大学法学部卒業後、会社勤
務などを経てノンフィクション
ライターとなる。科学技術と人
間の関係性、スポーツ、教育
などを中心に取材活動を行う。

最相 葉月氏 （さいしょう  はづき）

第11回NRI
学生小論文

コンテスト2016
2016年12月22日、「NRI学生小論文コンテスト2016」（主

催：野村総合研究所・略称NRI）の表彰式が開催された。表彰
式では、受賞者による論文の発表も行われ、大学生や留学生とともに

堂 と々プレゼンテーションする高校生の姿が見られた。

世界を
変える、
新たな
挑戦

Share the Next Values !

募集テーマ

表彰式
開催！

高校生の部

株式会社野村総合研究所　「NRI学生小論文コンテスト2016」事務局
〒100-0004　東京都千代田区大手町1-9-2　大手町フィナンシャルシティ　グランキューブ
TEL. 03-5877-7555　E-mail:contest2016@nri.co.jp
コンテストの詳細はこちらへ。http://www.nri.com/jp/event/contest/

南口虎太郎さん（関西学院千里国際高等部2年）

　小５から中１までアメリカに住み、現在は国際色が強い高校
に在籍しています。世界の問題についてふれる機会が多く、ア
メリカにいたときから感じていたことを盛り込んで論文にしまし
た。世界のさまざまな問題に対して支援が行われる中、何も残
らない支援ではなく、支援が終わっても残る「教育」という支
援を提案したくて応募しました。実現には人の助けが必要です

が、海外の友人とも練って議論していきたいです。いずれは英語力や国際関係
への興味を活かして、世界を改善できる機関に携わりたいと思っています。

高校生の部大賞
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Share the Next Values！ 
｢世界を変える、新たな挑戦」
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